
     

第
百
八
十
三
回
国
会
に
お
け
る
麻
生
財
務
大
臣
の
財
政
演
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平
成
二
十
五
年
二
月
四
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先
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
を
受
け
て
、
今
般
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

（
最
近
の
経
済
情
勢
と
緊
急
経
済
対
策
） 

ま
ず
、
最
近
の
経
済
情
勢
と
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

長
引
く
円
高
・
デ
フ
レ
不
況
か
ら
脱
却
し
、
雇
用
や
所
得
を
拡
大
さ
せ
、
強
い
日
本
経
済
を
取
り
戻
す
こ
と
、
こ
れ
が
こ
の
内

閣
に
課
せ
ら
れ
た
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

景
気
の
現
状
を
見
る
と
、
昨
年
後
半
に
は
、
世
界
経
済
の
減
速
等
も
背
景
に
、
景
気
は
弱
い
動
き
と
な
り
、
景
気
の
底
割
れ
も

懸
念
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
、
最
近
で
は
、
景
気
回
復
へ
の
期
待
を
先
取
り
す
る
形
で
、
株
価
等
も
回
復
し
始
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
為
替
市
場
の
動
向
に
つ
い
て
引
き
続
き
注
視
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
改
善
の
兆
し
を
、
景
気
回
復
に
確
実

に
つ
な
げ
、
国
民
の
間
に
漂
う
閉
塞
感
を
払
拭
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
は
、
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本
の
矢
」
を
一
体
的

か
つ
強
力
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
去
る
一
月
十
一
日
に
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊

急
経
済
対
策
」
は
、
こ
の
「
三
本
の
矢
」
に
よ
る
政
策
対
応
の
第
一
弾
で
あ
り
ま
す
。 



 
 
 

本
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
復
興
・
防
災
対
策
」
、「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」
、「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
の
三
分
野

を
重
点
と
し
て
、
持
続
的
成
長
に
貢
献
す
る
分
野
や
日
本
を
支
え
る
将
来
性
の
あ
る
分
野
を
中
心
に
、
即
効
性
や
需
要
創
造
効
果

の
高
い
施
策
を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
支
出
と
と
も
に
、
税
制
、
政
策
金
融
な
ど
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
、
規
制
改
革
の
取
組
や
為
替
市
場
の
安
定
に
資
す
る
施
策
も
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
施
策
を
早
期
に
実
行
に
移
し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
現
場
の
目
線
に
立
っ
て
加
速
す
る
と
と
も
に
、
景
気

の
底
割
れ
を
回
避
し
、
民
間
投
資
を
喚
起
し
て
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

 

こ
の
緊
急
経
済
対
策
に
引
き
続
き
、
デ
フ
レ
脱
却
と
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
、
政
府
・
日
本
銀
行
の
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
先
般
、
日
本
銀
行
と
の
間
で
「
共
同
声
明
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

こ
の
「
共
同
声
明
」
に
お
い
て
、
日
本
銀
行
は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
物
価
安
定
目
標
を
設
定
し
、
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
早
期
に

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
政
府
と
し
て
も
、
日
本
経
済
の
再
生
の
た
め
、
財
政
運
営
に
対

す
る
信
認
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
機
動
的
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
競
争
力
・
成
長
力
強
化
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

  



 
 
 

政
府
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
十
五
ヶ
月
予
算
」
の
考
え
方
の
下
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
と
一
体
的
な
も
の
と
し
て
平

成
二
十
五
年
度
予
算
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
五
年
度
税
制
改
正
に
取
り
組
む
な
ど
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
切
れ

目
の
な
い
政
策
対
応
に
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 （
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
の
大
要
） 

次
に
、「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
等
を
実
施
す
る
た
め
に
今
国
会
に
提
出
を
致
し
ま
し
た
平
成
二
十
四
年
度

補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
融
資
の
追
加
な
ど
を
含
め
、
総
額
で
十
兆
二
千
八
百

十
五
億
円
の
財
政
支
出
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
と
し
て
、「
事
前
防
災
・
減
災

等
」
に
係
る
経
費
に
二
兆
二
千
五
億
円
、
「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」
に
係
る
経
費
に
二
兆
六
千
九
百
二
十
四
億
円
、
「
暮
ら
し
の

安
心
・
地
域
活
性
化
」
に
係
る
経
費
に
三
兆
千
十
七
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国
際
分
担
金
な
ど
の
、
そ
の
他

の
経
費
と
し
て
二
千
三
百
九
十
七
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う
た
め
、
歳
出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
既
定
経
費
を
一
兆
七
千
三
百
二
十
二
億
円
減
額
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
税
収
で
二
千
六
百
十
億
円
、
税
外
収
入
で
千
四
百
九
十
五
億
円
の
増
収
を
見
込
む
ほ
か
、
前
年
度

剰
余
金
を
八
千
七
百
六
億
円
計
上
す
る
と
と
も
に
、
五
兆
二
千
二
百
十
億
円
の
公
債
の
発
行
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 



 
 
 

ま
た
、
復
興
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
復
興
財
源
確
保
法
を
踏
ま
え
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
へ
の
繰
入
を
一
兆
四
千

四
百
九
十
三
億
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
歳
出
を
賄
う
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
国
家
公
務
員
等
の
給
与
削

減
相
当
額
三
千
三
百
二
十
八
億
円
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
歳
入
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
剰
余
金
一
兆
千
百
六
十

五
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
基
礎
年
金
国
庫
負
担
が
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
う
経
費
と
し
て
二
兆
五
千
八
百
四
十
二
億
円
を
追

加
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
年
金
特
例
公
債
を
同
額
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
当
初
予
算
か
ら
十
兆
二
千
二
十
七
億
円
増

加
し
、
百
兆
五
千
三
百
六
十
六
億
円
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
等
に
つ
い
て
も
所
要
の
補
正
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の
う
ち
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
歳
出
面
に
お
い
て
、
復
興
関
係
経
費
及
び
復
興
債
の
償
還
費
の
追
加
等
を
行
う
一
方
、
歳
入
面
で
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
等
を
計
上
す
る
ほ
か
、
復
興
債
の
発
行
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
と
も
に
一
兆
千
九
百
五
十
三
億
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産
業
投
資
四
千
五
十
九
億
円
、
財
政
融
資
四
千
二
十
八
億
円
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 



 
 
 

（
む
す
び
） 

以
上
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

長
引
く
円
高
・
デ
フ
レ
不
況
を
脱
却
し
、
日
本
経
済
再
生
の
道
筋
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
補
正
予
算
の
一
刻
も

早
い
成
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


